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元 山 靴 工 場 を 現地 指導 する 金正 恩 第 1 書記 2015 年 11 月 


に Sie 人 ji 選 靖 き 有 用 


朝鮮 の 貿易 


金属 工業 の 主体 化 で 大 き な 成 
果 を 上 げ て いる 黄海 (ファ ン へ ) 製 
鉄 連 合 企業 所 で は 、 製 鉄 と 製鋼 、 
圧延 な どす べ て の 生産 工程 を 時 代 
の 要求 に 肥 し て 一 新 し 、 銃 鉄 と 鋼 
CI( 還 量 U ニル を は の め 千 
種 の 鋼材 生産 に 力 を 入れ て いる 。 

同 企業 所 で は 鋼鉄 生産 の 基本 原 
料 で ある 銃 鉄 を 酸素 熱 製 鉄 法 で 生 
産 し て いる 。 

昨年 、 同 企業 所 で は 自ら の カカ 
と 技術 、 知 恵 で 酸素 熱 製鉄 法 の 一 
RM 完成 

、 酸 素 熱 法 溶鉱炉 を 建設 し て 鉱 
8 北 を 行っ て いる 。 

基本 生産 工程 は も ちろ ん 、 連 関 
工程 まで 一 つの 統合 生産 シス テム 
AI で 2 で は PLC 装 置 
が 導入 され て 、: 、 連 続出 


多 を カ る ば かり で な く 且 記 天 傘 
鉱 炉 を 二 人 の 操縦 工 が コン ピュ ー 
タ で 操作 し て いる 。 

焼 結 鉱 生産 の よう な 処理 工程 を 
経 ず 、 ど ん な 鉄鉱 石 も 利用 で きる 
酸素 熱 法 溶鉱炉 で は 、 朝 鮮 に 無尽 
蔵 な 鉄鉱 石 と 石炭 を 主 原料 に し 、 
大 型 酸素 分 離 機 か ら 出 る 酸素 で 
100% 国 産 化 され た 鉄 を 生産 し て 
MY 光 。 

同 企業 所 で は UHP 電 気 炉 を より 


近代 化し 、 自 ら の 力 と 技術 で 完成 
し た 高温 空気 燃焼 技術 を 導入 し 、 

重量 レー ル 生 産 シ ステ ム も 完備 し 
て UMW る 。 

朝鮮 に 多い 低 品位 マン ガン 鉱石 
を も っ て 自ら の 力 と 技術 で マン ガ 
ン 合金 鉄 も 生産 し て いる 。 

投資 に 比べ て 効果 性 が 何 倍 も 高 
まっ た 責 海 製鉄 連合 企業 所 で は 

鋼鉄 増産 で 国 の 経済 発展 に 積極 的 
に 寄与 し て いる 。 


平壌 市 平川 (ピョン チョ ン ) 区 域 に 
位置 し て いる 平壌 幼児 食品 工場 は 、 
子供 用 栄養 食品 を 専門 に 生産 する 工 
場 と し て 1977 年 10 月 に 操業 し た 。 

同 工場 に は 、 乳 児 用 粉ミルク 職 
場 、 大 豆 粉 乳 職場 、 大 豆 酸 乳 職場 、 
栄 養 粉 重 湯 職場 を は じ め 数 十 の 職場 
と 作業 琲 が ある 。 

昨年 、 原 料 の 投入 か ら 生 産 、 包 
装 、 保 管 、 運 搬 に 至る すべ て の 工程 
が オー トメ 化 、 無 人 化 さ れる こと に 
よっ て 、 労 働 力 を 極力 節約 し な が ら 
も 生産 能力 を 著しく 高め る こと が で 
こま 

生産 設備 が 国産 化 さ れ 、 生 産 と 経 
営 活動 を 最良 化 、 最 適 化す る こと の 


時 


で きる 多 次 元 的 な 統合 生産 シス テ 
ム が 構築 され 、 生 産 現場 の 諸 要 素 
が 無菌 化 、 無 塵 化 さ れ て いる 。 
工場 で は いろ いろ な 乳児 用 粉 ミ 
ルク と 栄 覆 粉 乳 一 75 、Fa 挫 促 
、 自 米 重 湯 の 粉 、 栄 養 粉 重 湯 、 絵 
合 野菜 粉 重 湯 、 栄 養 粉 、 大 豆 粉 
乳 、 栄 養 キ ャ ン デ ィ ー な ど 30 余 種 
の 子供 用 食品 が 生産 され て いる 。 
各 生 産 工程 の 分 析 室 と 先端 分 析 
設備 を 備え た 総合 分 析 室 で は 、 計 
器 分 析 と 物理 ・ 化 学 的 分 析 、 微 生 
物 分 析 を 通じ て 原料 と 製品 の 衛 衝 
安全 性 を 徹底 的 に 保障 し て お り 、 
厳格 な 品質 検査 を 行っ て いる 。 
科学 技術 普及 室 と 文化 ・ 厚 生 施 
設 も 立派 に 整え られ て いる 。 
工場 で は 今日 、 近 代 化 が 瑞 涯 記 
実現 され た 状況 に 即 し て 従業 軸 了 
技術 ・ 技 能 水準 を 一 段 と 高め 、 
世界 的 な 名 製品 と 子供 の 発育 居 了 
く 、 守 養 学 的 に 保証 され る 新しい | 
製品 を 開発 する た め 誕 努 力 し て い * 
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昨年 、 朝 鮮 


化 、 近 代 作 還 科 学 1 


金属 工業 の 主体 化 


で は 金属 工業 部 門 の 主体 


を 実現 する うえ で 


多く の 成果 を 収め て いる 。 


黄海 (ファ ン へ ) 製鉄 連合 企業 所 の う 
働 者 階級 と 科学 者 、 技 術 者 は 自ら の } 
術 に よっ て 酸素 熱 法 に よる 製鉄 法 を 成 


功 さ せ て 100% 国 


する チュ チェ 鉄 を 4 


望 を 開い た 。 


内 の 原料 、 燃 料 に 依 
E 産 で きる 明る い 展 


港 学 各 


また 、 大 型 酸素 分 離 機 の 完成 組立 て 
工事 を 終え 、 そ の 廃 熱 で 数 千 kW 能 力 の 
発電 機 を 稼動 させ て お り 、PLC 制 御 シ 
ステ ム を 導入 し た 大 型 酸素 熱 法 溶鉱炉 
を 製作 、 設 置 し て 2015 年 11 月 、 初 の 鉄 


湯 を と つり 


切 引 ジリ (3F 晶 


馬 ) 製鋼 連合 企業 所 


経済 開発 区 事業 が 活発 に 
BS POP SOS 
ポ ) 市 で は 、 経 済 的 及び 地理 的 に 有 
利 な 特性 を 生か し て 進 道 ( チ ンド ) 
輸出 加工 区 、 了 生 (ワウ ) 島 輸 出 加 
工区 を 開発 、 運 営 し て いる 。 


南浦 市 は 朝鮮 
市 、 工 業 都市 で あり 、 国 際 貿 易 港 


西海 岸 の 関門 都 


で ある 南浦 港 が ある 。 


で は 逢 山 ( ポ サン ) 製鉄 所 の 能力 を 拡大 


し 、 高 温 空気 燃焼 技術 を 導入 と 原料 
の 国産 化 水 準 を 着 し く 高 め な が ら 鋼 鉄 


生産 を 増やし て いる 
昨年 、 攻 製鉄 連合 企業 所 と 城 津 


(ソン ジン ) 製鋼 連合 企業 所 で は 、 朝 鮮 
の 中 品位 の マン ガン 鉱石 を 原料 と する 


マン ガン 鋼 炉 を 建設 し 、 マ ン ガ ン 銅 4 
産 を 一 層 活 性 化 さ せ て いる 。 


【【【 


維 南 (ラナ ム ) 炭鉱 機械 連合 企業 所 
此 導 @ 


で は 、2500 ト ン 電 極 プ レス を 製作 


UHP 電気 炉 の 電 


極 を 国産 化し た 。 


特に 金策 (キム チェ ク ) 製鉄 連合 企業 


所 で は 生産 能力 を 増やし 、 屋 根 材 を は 
じ め さ まさ ざま な 用 途 の 薄板 を 生産 で き 
る 工程 を 完備 し 、 輸 入 に 依存 し て いた 


経済 開発 区 事業 


外国 投資 家 と の 合弁 開発 企業 また 
は 外国 投資 家 の 単 独 開発 企業 を 設 


関税 で 搬入 し 
化学 製品 を 生 


て 各種 の 軽工業 及び 
産 、 輸 出す る こと を 


還 胸 時 害 陣 KW 
協力 期間 は 50 年 間 、 面 積 は 約 1.8 


有利 な 特性 を 生 
大 同 ( テ ドン ) 江 下流 に 位置 し て な 加工 製品 を 生産 及び 輸出 する 
いる 南浦 市 は 、 金 属 ・ 機 械 ・ ガ ラ 村 画 で あや ある 。 
ス 工 業 、 鉛 ・ 亜 鉛 製 錬 業 、 絹 織物 020 
工場 と 造船 所 な ど 大 き な 企業 が あ で 企業 を 受け 入れ 、 新 し い 製 品 
2 た 96 で あし 、 介 男 か ら の 
ここ に は 国 で 一 な 製 才 有 抽 移 転 も 実 時 
人 人 伯 四 作 化 させ 、 加 工 輸出 名 易 と 保科 


が あり 、 水 産 事業 所 と 漁具 工場 
冷 玉 工場 な ど が ある 朝 魚 西海 の 漁 


浦 港 は 、 
立 置 し 


RI 
選 [ 半 


ON の 


大 同 江の川 口 の 北方 


て 


岸 の 最も 大 き な ? 
南浦 漆 は 水深 が 深く 、 "大 同 江 の 


BC 


川口 か ら 深 く 入 っ て お り 、 西 海 ( ツ 


へ ) 開門 が 防波堤 の 役割 を 果たす の 


で 、 船 舶 の 保護 


また U0 の 主 


護 【 


こ 有 利 で ある 。 
要 船 着き 場 が あ 


り 。、 ク レー ン 船 、 
ン 、 ベ ルト コン ベベ ヤー な ど 積 み 下 


移動 式 ク レー 


易 を 結合 し た 
UI で あめ る 


地帯 に 建設 する つも 


へ 代 牛 島 輸 出 加工 区 


勲 牛島 輸出 
開発 及び 運営 
出 指 向 型 の 加 
と する 集約 的 


加工 区 は 、 先 進 的 な 
方 式 が 導入 され た 輸 


薄板 を 自力 


で 生産 し て 国内 需要 を 満た 


必 GUn5 庄 


か り で な く 、 輸 出 も で きる 


dl 還 2 (KGS< つ 7 に 。 
朝鮮 に は 金属 工業 を 発展 させ うる 有 
人 えら れ て いる 


鉄鉱 石 が 豊 


に 埋蔵 され て お り 、 金 


策 製 鉄 連合 
人 還 放 ジ 
め 届 指 の 鉄 
鉄 生 産経 験 


企業 所 、 黄 泊 和 鉄人 企業 
リマ 製鋼 連合 企業 所 を は じ 
生産 基地 を 有 し 、70 余 年 の 
と 技術 の 土 介 も ある 。 


これ ら の 有利 な 条件 と 環境 を 効果 
的 に 利用 し て 、 良 質 の 鉄鋼 材 を 生産 


し て 国内 需 


要 を 満た し 、 対 外 市 場 に 


輸出 する た め の さ ま ざ ま な 対策 を 講 


じ て い る 。 
朝鮮 の 金 


属 工業 の 発展 展望 は 明る い 。 


立 し 、 開 発する 協力 方 式 を 基本 と 


南浦 市 南西 部 の 大 同 江 下 流 地域 


で ある 代 和 牛島 区 域 賃 南 ( リ ョ ン ナ 
ム ) 里 の 一 部 地域 に 位置 し て いる 代 
生島 輸 出 加工 区 は イン フラ 条件 が 


南浦 港 
330km、 山 
上 海 ま で 9 


有利 で ある 。 平壌 まで 50km、 国 内 
最大 の 国際 貿易 港 で ある 南浦 港 と 
AN 


005 国 IO 是 で 
東 省 威 海 市 まで 332km、 
30km、 天 津 ま で 695km、 


台湾 まで 1575km で ある 。 ま た 、 


平壌 一 南 少 


『 間 の 青年 英雄 道路 が あ 


NG) 


lk 


恒 
朋 M 


同 区 で 


m 了 離れ た と ころ に 平壌 国 


港 が ある の で 、 国 内 の 水上 運 
s、 対 外 的 な 人 員 、 物資 、 資 金 の 

流出 入 に た い へ ん 有利 で ある 。 

は 60 万 kW 能力 の 発電 所 


と 、 西 海 団 門 の 広 染 ( ク ァ ン リャ 


工 ・ 組 立て 業 を 基本 
な 輸出 加 | 間 | 区 補 肖 | 際 ( 


建設 する こと を 目的 と し て いる 。 


協力 期間 は 50 年 間 、 総 投資 額 は 約 
1 億 ドル 、 面 積 は 約 1. 5kW で ある 。 


地域 の 有利 


な 条件 を 利用 し て 受 


託 加工 、 注 文 加工 、 LR 


海 同門 水域 に 金融 、 観 光 、 不 動 
産 、 食 料 加工 業 が 結合 され た 総合 


ろ し 設備 が 完備 し て いる 。 求償 禄 易 な ど 
南浦 港 地区 に ある 玖 和 牛島 は 朝鮮 SN を 中 心 
の 主 な 観光 名 勝 で ある 。 な 地域 と 、 美 
南浦 港 は 、 世 界 の 100 余 り の 国 や 
地域 と 貿易 関係 を 結ん で いる 

的 な 経済 開発 

進 道 輸 出 加工 区 ある 。 

進 道 輸 出 加 工区 は 、 原 資材 を 無 同 区 で は 


を 行い 、 将 来 的 に 
と する 南浦 市 2 


ン ) 湾 の 側 に 


1 万 kW 能力 以上 の 潮 水 


力 発電 所 の 建設 を 計画 し て いる 。 
また 、 大 同 江 の 豊 か な 水源 が ある 
の で 用 水 保障 に も 有利 で ある 。 
この 地域 は 昔 は 塩田 だ どっ た の で 
付着 物 の 撤去 ・ 移設 問題 が 提起 さ 


れず 、 地 形 
2 


し い 風 致 を 持っ た 西 


区 を 建設 する 計画 で 


、 朝 鮮 側 の 当該 企業 と 


は 海抜 40m の 平地 で あ 


対外 経済 省 経済 開発 指導 局 


朝鮮 民 ヨ 


主義 人 民 共 和 国 平壌 市 


大 同 江 ( テ 


ドン ガン ) 区域 


山 隊 330085 ニ 02 38ll 語 591 
FAX : 0085-02-381-5889 


E-mai1 


・sgbed@⑳star-co. net. kp 


朝鮮 商業 会 議 所 は 、 ス ロバ キ を 希望 する 企業 が 参加 する スロ バ 、 各 国 の 商業 会 議 所 、 企 業 協会 
ア の 企業 と の 民間 レベ ル の 経済 質 キア 商工 会 議 所 代表 団 が 2016 年 に 流 と 協力 を 一 層 深 化 さ せ 
交流 を 拡大 し 、 元 山 ( ウ ォ ン サ 平壌 を 訪問 し 、 ト ラク ター と 木材 、 朝 鮮 グ リー ン 人 研究 開発 協会 、 
一 金剛 山 ( タ ム ガ ン サン ) 国際 鈴 運搬 設備 、 発 動 発電 機 を は じ め 運 総 北 輸 出入 会 社 、 ク ム ス 総 会 
耶 帯 に 対す る 投資 問題 を 討議 す 輸 機材 と 電気 製品 を 平壌 国際 商品 社 、 朝 鮮 チ タン 開発 質 易 会 社 、! 


た め 、 ヤン ・ ミ シュ ラ 対 外 協 力 展覧 会 に 出品 する こ と に し た 。 輸入 物資 交流 会 社 を は じ め 国 内 
長 を 団長 と する スロ バキ ア 商 工 また 、 朝 鮮 の 貿易 会 社 が 2016 年 の 数 十 の 機関 と 相手 側 代表 団 と の 
き 所 代表 団 を 招請 し た 。 に スロ バキ ア で 行わ れる 国際 商品 印 談 を 組織 し 、 双 方 が 関心 を 持つ 
団 は 滞在 期間 、 両 国 の 企業 展覧 会 に 参加 し 、 各 工場 を 参観 す 問題 に つい て 意見 を 交換 する よう 
問 の 経済 易 交流 を 実現 する うえ る 問題 が 討議 され た 。 に し た 。 
で 提起 され る 実務 的 な 問題 に つい 朝鮮 の 投資 政策 と 環境 、 元 山 - 金 
て 意見 を 交換 し 、 今 後 、 両 国 間 の 剛 山 国際 観光 地帯 を は じ め 経 済 開 和解 商業 会 議 所 
民間 レベル の 経済 交流 を 活性 化 さ 発 区 の 事業 に つい て 紹介 し 、 経 済 NB 義人 民 共 和 国 
せる た め に 連係 と 協力 を 引き 続き 開発 区 の 事業 で 両国 企業 間 の 投資 ン ) 区 域 
発展 きせ て いく こと に し た 。 及び 協力 の 可能 性 を 討議 し た 。 TEL : 0085-02-381-5926 
そし て 、 朝 鮮 と の 経済 貿易 取引 朝鮮 商業 会 議 所 は この ほか に FAX : 0085-02-381-4654 


特殊 経済 地帯 の 開発 と 専門 家 の 養 成 事業 


朝鮮 で は 国 の 有利 な 地政 学 野 の 専門 家 を 養成 する 教育 制度 を に 関す る 専門 科目 を 開設 し 、 そ れ 
的 な 条件 を 効果 的 に 利用 する た 樹立 し た 。 金 日 成 ( キ ムイ ルソン ) に 必要 な 教材 と 参考 書 を 執筆 し 、 
め 、1990 年 代 か ら 羅 先 ( ラ ソン ) 経 総合 大 学 と 人 民 経 済 大 学 、 上 準 沢 0 の 論文 も 発表 し た 。 


MS 0 の ! レ 朋 の 二 ロン シー の の SM 捧 経 済 地帯 開 
Ne 人 も 経済 開発 区 特殊 経済 地帯 の 開発 専門 家 を 養成 方 式 の よ う な 理論 的 な 間 
を 設け 、 特 色 あ る 発展 を 遂げ て い  ? る 正規 教育 を 行っ て いる 。 題 と 、 開 発 戦略 の 樹立 、 開 発 総計 
、 これ ら の 大 学 で は 維 先 経済 質 易 地 画 の 作成 、 開 発 企業 の 選定 、 外 国 


II 。 問 、 黄金 挟 (ファ ング ム ピ ョ ン )・ 成 投資 企業 の 経済 活動 に 対す る 管理 
こう し て 1993 年 か ら 2015 年 まで ル 誤 ( て ファド) 経済 地帯 の 開発 経 な どの 方 法論 的 な 問題 を も っ て 再 
に 朝鮮 に は 26 の 特殊 経済 地帯 が 信 験 と 、 す で に 制定 され た 共和 国 の 門 家 を 養成 し て いる 。 
設 さ れ た 。 法 と 規定 、 外 国 の 経済 地帯 開発 経 また 、 朝 鮮 の 現実 的 条件 と 世界 
朝鮮 で は 特殊 経済 地帯 の 開発 を 験 な ど に 基づき 、「 特 殊 経済 地帯 経済 の 発展 超 勢 に 即 し て 外国 投資 
さら に 活性 化 さ せる た め 、 こ の 分 開発 学 」 な ど 特 殊 経 済 地帯 の 開発 の 誘致 を いっ そう 奨励 し 、 経 済 開 
発 区 を 特色 が ある よう に 発展 させ 
ラー ーー る た め の 研 究 も 深化 させ て いる 。 
の 科 間 較 | 語 馬 で は 大 学 の 教員 、 研 究 二 
0 ジン 2 の 8 一 ノレ 。 スウ ョ ーー デ ン 、 
イン ド ネ シア を は じ め 特 殊 経 済 地 
帯 の 開発 で 成果 を 収め て いる 国々 
を 参 鶴 さ せ 、 各 国 の 大 学 と 研究 機 
関 、 名 望 ある 人 士 と さま ざま な 共 
同 研究 と 共同 討論 会 も 活発 に ど 条 2 
よう 財 し で いる 。 
朝鮮 で は 今後 、 特 殊 経済 地帯 の 
開発 に 関す る 教育 活動 を 強化 する 一 
方 、 科 学研 究 活動 を 深化 させ 、 諸 国 
と の 多面 的 な 協力 と 交流 を さら に 拡 
大 、 発 展 さ せ て いく で あろ う 。 


プー レン pg 


陸 


弁 会 社 は 、 電 子 及び 
2 
当社 は 研究 、 開 発 
させ た 先進 的 な 企業 
人 還 の ラン 一 
チヌ メ ディ ア 投 影 器 な 
10 ま 9 


電気 製品 を 生産 する 技術 集約 


と 生産 、 販 売 を 有機 的 に 結合 
方 式 を 確立 し 、CKD、SKD 方 式 
タ と 液晶 テレ ビ 、 携 帯 用 マル 
ど 、 各 種 情報 技術 製品 を 生産 


HH 


延べ 建築 面積 1 万 余 mY の 生産 建物 に は 、。SMT 流 れ 
作業 方 式 と THT 流 れ 作 業 孝 式 。_ 電 子 製品 組 聞 で 流れ 


作業 孝 式 な ど 製 品 の 
に 備わっ て お り 、 年 
の 各種 情報 技術 製品 
9 
当社 は 製品 生産 と 


生産 に 必要 な 諸 要 素 が 総合 的 
間 30 余 万 枚 の 基板 と 20 余 万 台 
を 生産 で きる 能力 を 振ら て い 


ども に ウロ クン と 会 人 


の 重要 な 業務 と し 、 
Am 


数 十 人 の 一 流 級 の ツラ トウ ェ 
門 家 を 中 核 と し て 開発 チー ム 


を 組み 、 電 子 装 置 の 


設計 を 行っ て いま す 。 


ソー スコ ー ド の 開発 三 馬 板 の 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 


楽 浪 区 培 
TEL : 0085-02-18111-341-8305 
E-mail : phe@star-co. net. kp 


当社 の 生産 工程 技師 た ちら は SMT に よる 豊か な 生 
産経 験 を 持っ て いま す 。 
進取 的 で 革新 的 な 企業 精神 が 反映 され た 当社 の 
! 品 は 、 洗 練 さ れ た 外形 と 優れ た 品質 、 合 理 的 な 
価格 に よっ て ユー ザー の 好評 を 得 で いま ず 。 
当社 の 製 病 は 、4 て 5 世代 CPU と SSD ハ ー ド ディ ス 
ク を 内 蔵 し た Core 系列 の デス クト ッ プ 、 一 体型 、 
ノー ト 型 、 板 型 、 キ ー ボ ー ド 分 離 型 ユ ンピュータ ー 
と 各種 規格 の 液 曲 テ レビ 、 携 帯 用 マル チ メ デ ィ ア 投 
影 器 、 デ ジタル テレ ビ 信 号 変 換 器 な ど で す 』 

当社 は 、 平 壌 市 の 各 商 業 網 と 各 道 に ある プル ン 
ハヌル 情報 技術 交流 所 を 通し て 製品 の 販売 と 注文 
サー ビス を 行っ て お り 、 国 際 市 場 へ の 進出 の た め 
に 新しい 製品 の 開発 と 部 質 向上 に 優先 的 な カカ を 入 
4 義 (N 衣 Se ョ 
当 神 は 電子 ・ 電気 設 備 生産 の 先頭 に 立ち 、 抽 共 
情報 化 の 実現 に 積極 的 に 寄与 する 高い 目標 を 送 韻 
iQ 粘り 陰 く 努力 し て いま す 。 


K 中 | 3 
ーー 0 


も 


10 朝鮮 の 貿易 


平 突 (ピョン アン ) 南 道順 川 ( ス ンチ ョ ン ) 市 に 位置 し 同 企業 所 で は 、 セ メン ト 生 産 を より 高い 水準 に 引き 
で いる 順 川 セ メン ト 連 合 企業 所 は 、 国 の 重要 建設 と セ 上 げ る た め 、 生 産能 力 の 拡大 と 設備 の 近代 化 に 大 き な 
ヌメ ント の 輸出 で 大 き な 役 割 を 果たし て いる 大 規模 セ メ 関心 を 払っ て いま す 。 

ント 生産 基地 で す 。 


数 十 余 万 の 敷地 面積 を 持つ 同 企業 所 は 、 良 質 の 石 朝鮮 建材 錦 易 会 社 

灰 石 の 埋蔵 量 が 無尽 蔵 で 、 鉄 道 と 道路 、 用 水 条 件 な ど IT |、。 2 
が 有利 な 所 に 位置 し て お り 、 セ メン ト 生 産 基地 と し て 朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 東大 院 区 城 
の 諸 条 件 が 十分 に 備わっ て いま す 。 TEL : 0085-02-18111-381-8085 

数 百 万 トン の 生産 能力 を 有 し て いる 同 企業 所 に は 、 MM 


右 灰 石 鉱山 と 石 診 鉱山 、 面 火 物 分 工場 
を は じ め セ メン ト 生 産 に 必要 な すべ て 
の 部 門 が 一 体 化 さ れ て いま す 。 

同 企業 所 で は 将来 を 見 通し た 持続 的 
な 技術 改造 を 通じ て 、1 号 、2 号 、3 号 
焼成 炉 の 原料 の 運搬 と 投入 、 焼 成 、 ク 
リン カー の 運搬 、 粉 砕 、 セ メン ト の 出 
荷 に 至る まで すべ て の 生産 工程 が 総合 
操縦 室 で コン ピュ ー タ に よっ て 制御 さ 
人 いま す 。 

そし て 、 生 産 工程 の 近代 化 に 引き 続 
胃 NSR を 入れ る 玉 、 工場 大 学 で 
技術 者 、 技 能 工 を 養成 し て お り 、 五 ・ 
囲 騰 細 還 2 ョ ラー 温室 、 キ ノコ 工場 、 養 
魚 場 な ど 給 状 施 設 と 文化 ・ 厚 生 施 設 も 
立派 に 整え て いま す 。 


ハー/ 近代 的 な 水産 物 加工 品 
oe 生 産 基 地 


朝鮮 東海 の 港湾 都市 元 山 ( ウ ォ ン サン ) 市 に ある 葛 麻 
(カル マ ) 食品 工場 は 水産 物 の 加工 品 を 専門 に 生産 し て 
いま す 。 

統合 生産 シス テム を 構築 し て 経営 活動 が 情報 化 、 
ンピュータ 化 さ れ て お り 、 加 工 か ら 運 搬 、 包 装 ( 
まで 、 す べ て の 生産 工程 が 流れ 式 に な っ て いま す 。 

メン タイ を は じ め 急 速 准 凍 し た 水産 物 を 真空 状 
炉 の 温度 を 滞 次 下げ 、 水 分 を 気体 状態 で 吸い 込む 
昇華 乾燥 工程 も 設け られ て いま す 。 
ここ で 加工 し た 水産 物 は 味 と に お い 、 栄 養成 分 が そ 
の まま 保存 され ます 。 

加工 上 の 特性 の た め 肉 組織 の 水分 吸収 性 が 
よく 、 微 細 な 気孔 を 形成 する の で その まま 
食し て も よく 、 一 定 の 時 間 水 で も ど し て か ら 
料理 すれ ば 味 と に お い 、 栄 養成 分 が その まま 
生き て きま す 。 

冷凍 真空 乾燥 し た メン タイ は 歯ごたえ が 柔 
ら か く 、 メ ンタ イ 固 有 の 味 を その まま 保存 し 
で お =- 必須 ア ミノ 本 クタ 回 駅 物 貞 な 
どの 栄養 成分 を 多く 含ん で いま す 。 

15 度 の 水 な ら 1 時間 ほど 、47 度 の 湯 な ら 30 
分 ほど 浸け て お いて か ら 料 理 す れ ば 、 生 鮮 料 
理 固 有 の 味 が 活き ます 。 

准 凍 真空 乾燥 し た イカ は 栄養 成分 が その ま 
= ま 残 っ て お り 、 ス ル メ の 新鮮 な に お いと 独特 


畑 路 
Im 


朝鮮 大 聖 第 11 質 易 商 社 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
壌 市 普通 江 区 域 
TBL : 850-2-18111-8208 

FAX : 850-2-38『=4432 

E-mail : daesong⑳star-co. net. 


の 風味 、 甘 み が 生 き て いま す 。 

肉 組織 が 膨らん で いる の で 食べ や す 
一 定 の 時 間 水 に 浸け て お く と 元 の 
の 70% ま で 戻る 性 質 が ある の で 、 

ざま な 料理 に 利用 する こと が で き 


「 


伝統 的 な 方 法 に 先進 技術 を 組み 合わ 
せ て つく る 塩 壮 は 、 食 欲 を 増進 させ る 
栄 杖 価 の 高い 発酵 健康 食品 だ と 評価 さ 
れ て いま す 。 

た ら こ は メン タイ の 卵 を 塩漬け に し て 薬味 を 加え 
た 後 、 発 酵 さ せ た 食 品 で す 。 独 特 の 風味 と 塩味 、 辛 
味 な ど が よく 調和 し て 食欲 を そそ り 、 ニ コチ ン 酸 、 
三 自 山寺 計 。。 2 尊 答 レレ 、 Be ミン (A、B 複 合 
体 き 。C。 FE) 、 脂肪 所 WM の ee 職 。 ガ ウ ws、 カカ 
ル シ ウ ム な どの 栄 枚 成 分 を 多量 に 含ん で いま す 。 

メン タイ の 胃 と 腸 を 塩漬け に し て 洗っ た 後 、 調 味 
料 と 香辛料 を 加え て 発酵 させ た は ら わ た 漬け の 味 は 独 
特 mG す 。 主 な 楽 養成 分 は 18 種 の アミ ノ 酸 、 ビ タ ミ ン 
ABls_P12) マグ ネシア ム 。 Au 
ム 、. 鉄 な se 

工場 で 生産 され る 水産 物 加 工 品 の 質 と 安 
全 性 は 、 近 代 的 な 加工 設備 、 先 進 加工 技術 の 
RE よっ で 保 さ れ て 
お ニー 


に ミッ タ 、 7J 円 へ 、。= 
呈 績 買 狐 会 社 


竜 岳 貿 易 会 社 は 運輸 機材 、 テ レビ の 組立 て 生産 と 商 。 と タン ク 車 は 、 丈 夫 な 車体 と 柔軟 な 機関 結合 な ど 技術 
業 サ ービス 、 船 舶 業 、 運 送 業 な ど 多 様 な 業種 の 輸出 入 的 性 能 が すぐ れ て いま す 。 
0 で は すべ て の 工程 が 流れ 式 に な っ て いる テレ ビ 組 立て 4 
当社 に は トラ クタ ー、 三 輸 貨 物 自動 車 、 三 輪 オ ー ト 産 基 地 で は 、 各 種 サ イズ の 「 綾 羅 島 」 ブ プラ ンド の テレ 
バイ 、 自 転 車 、 テ レビ の 組立 て 生産 基地 が 立派 ni 
03222KGIVS 二 。 ヽ 、 ご 
当社 で 生産 され る 「 綾 座 島 」 
ブラ ンド の トラ クタ ー の 原動機 出 
力 は 12、15、20、24、30HP 
で あり 、 利 用 分 野 が 広 
く 、 価 格 が 合理 的 で す 。 
燃料 消費 量 が 少な く 、 
積載 量 が 1.5、2、2.5、 
3 トン の 三 輸 貨 物 自動 車 


3! 


4 本 員 各 の 


ビ を 量産 し て お り 、 色 と 形態 が 多様 で 、 品 質 が 保証 さ 
れる の で 需要 が 高い で す 。 

当社 に は 船舶 業 、 旅 客 及 び 貨 物 運 送 業 の 強固 な 物質 
的 ・ 技 術 的 土台 が 築 か れ て いま す 。 

そし て 、 平壌 、 元 山 、 清 津 を は じ め 各地 に 現代 的 な 
商業 サー ビス 基地 を 設け 、 サ ービス 活動 を 活発 に 行っ 
を ます 。 

当社 は 今日 、 信 用 を 第 一 と し 、 よ り 完 璧 な 生産 及び 
経営 業務 、 行 き 届 いた サー ビス を 行い 、 業 種 を 多様 化 
する た め に 交流 と 協力 を 拡大 し て いま す 。 


「 


意 哲 貿易 会 社 

還っ ポト ン ガ ン 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 平壌 市 普通 江 区 
TEL : 00850-2-18111-381-8955 
FAX : 00850-2-381-4330 
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る 
大 同 江 ビ ー ル 


テ ド ン ガ ン 


朝鮮 産 の ホッ プ と 大 、 白 米 な ど で 作 る 大 同 江 ビ ー ル は 、 味 が や わら か くさ っ ぱ 
2 生 過 M  UMUUMRJUNe 
飲む 人 の 好み に 合う よう に 色 と 味 が 異 が "7 種類 の 大 同 江 ビ ー ル は 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 味 を も 
っ て いま す 。 


2008 年 に IS09001 品 質 管理 認証 を 受け 、2010 年 に は HACCP を 、2016 年 に は IS022000 食 品 安全 
理 体系 認証 を 受け まし た 。 
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き PE レス と 
WhK せ 。 2 
朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 平壌 市 東大 院 区 域 
TEL : 0085-02-18111 (へ 999) -8033 
FAX : 0085-02-381-4416 (1CC-388) 
E-mail : liukilch@star-co. net. kp 
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中 本 11132H:3003 
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思 回 倒 司 旬 本 = 


ンジ 4 ラン ン 


平壌 市 楽 浪 区 域 に 位置 し て いる 平壌 ナマ ズ 養 
中 工場 に は 知能 化 、 情 報 化 、 デ ジタル 化 さ れ た 
統合 生産 シス テム が 確立 され て いる 。 
同 工場 に は 、 総 合 指 令 室 、 身 化 場 、100 余 の 
室内 及び 屋外 養魚 池 、 冷 凍 庫 と 発酵 餌料 加工 
合 餌料 加工 場 な ど 餌 料 及び 餌料 添加 剤 生 

導 工 程 が あり 、 爆 製 加工 場 も ある 。 
骨 化 場 に は 水中 カメ ラ が 設け られ 、 屋 外 養 
魚 池 に も 温度 と 酸素 を 自動 的 に 保障 で きる 装 思 
と 固定 式 自動 えさ 撤 き 装置 が 据え 付け られ て 、 
義 魚 池 の 水 温 、pH、 酸 素 量 が リア ル タ イ ム で 測 
定 、 制 御 さ れ 、 ナ マズ の 生育 状態 に 合わ せ て 給 
水 と 給餌 が 調節 され て いる 

また 、 科 学 的 な 水 再 循環 シス テム を 取り 入れ 
て 雰 働 力 、 水量 を 増やす こと な @⑳。 ナ マズ の 


【 


生産 量 を 増大 させ る こと の で きる 省力 型 養魚 、 
節水 型 養 魚 を 行っ て いる 。 
生産 工程 の 科学 化 、 集 約 化 が 実現 され た 同 工 
場 で は 、 固 定式 及び 移動 式 自 動 え さ 撤 き 装置 と 
ナマ スズ 収穫 機 な どの 設備 を 効果 的 に 利用 し て 、 
6 カ月 に 平均 1.2~ー 2 kg 以上 育つ ナマ ズ を 生産 
1 関電 し の 夫 
ソー ラー ヒー ター を 利用 じ で 屋外 池 の 温度 
を 保ち 、 季 節 に か か わら ず ナ マズ 生産 を 正常 化 
Ke 
原料 、 資 材 、 設 備 の 国産 化 が 実現 され た 同 工 
場 の 年 平均 生産 量 は 2000 余 トン に 達する 。 
工場 で は 今日 、 先 進 技術 を 積極 的 に 取り 入れ 
て 餌料 消費 単位 と 生産 コス ト を 軽減 し 、 よ り 多 
W の ナマ ズ を 生産 まる 太め に 努力 し て いる 。 


り 朝鮮 の 久 易 


これ と と も に 、 忠 間 


試験 生産 工程 を 整え 、 高 諾 楽 の 研 
究 で 収め た 技術 的 成果 を 現実 で 検 
証し て 確認 され た 技術 を 普及 ・ 導 
太 し て いま すり 

当社 は 伝統 的 な 高麗 薬 の 生産 を 
新 世 紀 の 要 求 に 肥 し て 科学 化す る 
と と も に 、 新 し い 製 品 を 開発 する 
た め の 研 究 と 外国 の 製 薬 部 門 の 会 
社 、 企 業 と の 技術 交流 も 活発 に 繰 
り 広げ て いま す 。 

当社 で 開発 し た 多く の 高 豚 楽 
は 、 品 質 と 効能 が 高い の で 国家 品 
質 認証 と 規格 を 受け て お り 、 ユ ー 
ザー の 好評 を 博 し て いま す 。 

朝鮮 高 故 楽 技術 社 は 、 高 謀 薬 の 
研究 及び 普及 の 中 心 と し て だ け で 
な く 、 生 産 の モデ ル 基 地 と し て の 
使命 と 任務 を より 立派 に 果たす た 
め に 努め て いま す 。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 
平壌 市 普通 江 区 域 

TEL : 850-001-12240 

FAX : 0085-02-381-4410 

FE-mail : bogon. moph@star-co. net. kp 
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月 に 設立 さ れ た 大 大 


市 大 安 区 域 に 法 的 住 有 


技術 陣 、 強 固 な 生産 大 
を 行っ て いま す 。 
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大 高め 、45” 鉄心 接合 技術 
従前 より 60 て 70% 減 ら 
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思 。 
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MNORS NO 

当社 で は 各種 の 試験 測定 設備 に よる 直流 抵抗 測定 、 
無 負荷 損失 測定 、 短 絡 損失 測定 、 SN よる 耐 
電圧 試験 、 自 己 周波 数 に よる 診 導 耐 電圧 試験 、 衝 撃 波 
耐 電圧 試験 、 騒 音 測定 な どの 厳格 な 検査 ・ 試 験 を 行っ 
UESDR 
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ウジ スッ 15 1 な シク シンク リン ウン ハ 
当社 の 製品 は 倉田 通り 、 馬 上 息 領 スキ ー 場 、 銀 河 科学 
記 り 旧 
者 通り 、 美 林 乗 馬 ク ラブ な どの 対象 建設 に 広く 利用 さ 
2 
高 品質 


陳 NOPB 内 
0 の 2 ACG まま た 

国際 電気 標準 会 議 (IEC) の 規格 に 合う 製品 を 生産 し 
て いる 当社 は 、 信 用 第 一 主義 、 省 エネ 型 製品 の 開発 ・ 
生産 、 品 目 の 拡大 、 対 外 市 場 へ の 進 
で MY 選 写 。 

大 安 胡 太 合弁 会 社 は 今後 、 平 等 と 互恵 、 実 利 の 原則 
に 関心 を 持つ 団体 、 企 業 家 と の 協力 を 拡大 し て いく つ 
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運河 大 聖 質 易 会 社 


0 ポジ ジ ペ 
2014 年 6 月 に 設立 され た 運河 

2 MA 
天 聖 質 易 会 社 は 、 バ ン 一 食肉 加 呈 
品 、 飲 料 の 生産 工程 を 整え た 生産 
基地 と 商店 、 食 堂 な ど に 依拠 し て 
生産 、 販 売 、 サ ービス 活動 を 行っ 


当社 で は 、 最 新 食品 加工 技術 と 
現代 科学 研究 成果 を 積極 的 に 取り 
入れ 、 食 品 安全 管理 シス テム を 確 
ye ラ レ で て 、 お い - ァ ぐ て 栄 覆 価 の 高い 
食品 を 大 量 生産 し て いま す 。 

「 大 河 」 プ ラン ド の パン 、 食 内 
加工 品 、 タ マ ゴ 製 品 を は じ め 300 余 
種 の 食品 が 生産 され て いま す 。 

特に 、 子 供 の 栄養 強化 と 年 寄り 
ひと 1! の 可 昌 引か と マシン ョ ニレ: 人 た: 性 ジス ルス 
湖 串 し で 條 る 定 補 ハマ ナタ ジョ 
証人 の の NN 


の ロン ンー セラ ン ョ ろ マ パパ 
灯 製 、 串 刺し キャ ン デ ィ ー な ど が 
人 気 を 博 し て いま す 。 

生産 され た 製品 に 対し て は 厳格 
な 品質 検査 が 行わ ん れ て いま す 。 

当社 は 商店 、 食 堂 な ど に よる 多 
様 な サー ビス 活動 も 積極 的 に 展開 
で いま す 。 

品質 優先 、 新 製品 開発 を 経営 原 
IO の 年 0 Paie2 ら 
持続 的 な 設備 の 近代 化 に 投資 を 集 
CI 議 H 国 目 還 (0 に 0 
AUGI まま 9 
運河 大 聖人 質 易 会 社 は 、 製 品 の 国 
内 電 要 を 満た す と と も に 国際 市 場 
へ 進出 する た め に 、 国 内 外 の 食品 
生産 部 門 と の 交流 と 協力 を 拡大 し 
の so 


経済 開発 区 の 環 


境 保護 規定 


2014 年 2 月 19 日 、 最 高 人 民 会 議 常任 る こと が で きる (直轄 市 ) 国土 環境 保護 機関 (以下 、 環 
委員 会 決定 第 165 号 と し て 採択 特別 保護 区 と 自然 保護 区 を 定め る 事 境 影響 評価 機関 と する ) が 行 う 。 
業 は 内 閣 が 行う 。 環境 影響 評価 機関 は 、 環 境 影響 評 f 
第 1 章 一 般 規 定 第 11 条 (環境 保護 対策 の 樹立 ) 審議 で 国家 の 環境 保護 政策 と 環境 保護 
第 1 条 (使命 ) 経済 開発 区 管理 機関 は 、 経 済 開発 区 氏 準 に 従っ て 科学 性 と 客観 性 、 公 正 性 
本 規定 は 、 経 済 開発 区 に お いて 自然 。 で 動植物 の 変化 、 地 形 と 水質 の 変化 、 を 保障 し な けれ ば な ら な い 。 

環境 の 保全 と 人 造成 、 環境 汚染 の 防止 と 気候 変動 の よう な 自然 環境 の 変化 状況 第 19 条 (環境 影響 評価 を 受け る 義務 ) 

関連 し た 秩序 を 確立 し て 自然 の 生態 届 を 定期 的 に 調査 、 交 録 し 、 必 要 な 対策 経済 開発 区 で 開発 、 了 0 

境 を 保護 し 、 人 々 に 文化 的 な 生活 環境 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 する 企業 は 環境 影響 評価 を 義務 的 に 

を 保障 する こと に 寄与 する 。 第 12 条 (土地 の 保護 ) け な け れ ば な ら な い 。 

第 2 条 (適用 対象 ) 企業 は 、 経 済 開発 区 で 建設 と 経営 活 経済 開発 区 管理 機関 は 、 環 境 影響 評 
本 規定 は 、 経 済 開発 区 の 機関 、 企 動 を 行う 場合 、 予 め 土 地 を 保護 する た 価 を 受け て いな い 企業 に 建設 許可 を 与 

業 、 還 体 と 外国 投資 企業 (以下 企業 め の 対 策 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 える こと が で き な い 。 

と する )、 公民 と 外国 人 (以下 、 個 人 と 経済 開発 区 管理 機関 は 、 河 川 の 整 第 20 条 (環境 影響 評価 文書 の 作成 ) 

する ) に 適用 する 。 里 、 植 樹 、 堤 防 の 建設 と 補修 及び 保 NIS 当該 地域 の 環 
第 3 条 (環境 保護 事業 機関 ) 護 ・ 管 理 な ど を 計画 的 に 行う よう に 態 と 開発 、 建 設 の 特性 、 そ れ に よ 
経済 開発 区 に お いて 環境 保護 事業 し 、 水 害 を 防ぐ た め の 対 策 を 講じ な け 0 環境 の 変化 な ど を 具体 的 

は 、 道 (直轄 市 ) 国土 環境 保護 機関 の 指 れ ば な ら な い 。 に 調査 し た うえ で 企業 が 作成 する 。 こ 

導 の 下 に 経済 開発 区 管理 機関 が 行う 。 第 13 条 (土地 の 流失 と 地盤 沈下 の の 場合 、 専 門 機関 に 依頼 し て 作成 する 
経済 開発 区 管理 機関 は 、 経済 開発 区 防止 ) こと も で きる 。 

の 環境 保護 事業 に 責任 を 持つ 。 経済 開発 区 管理 機関 と 企業 は 、 管 轄 環境 影響 評価 文書 に は 、 開 発 、 建 設 
第 4 条 (環境 保護 事業 の 優先 ) 区 域 で 切り 取り 、 成 り 土 と 豪雨 な ど ば に の 特性 と 現地 の 実態 、 開 発 と 建設 が 環境 
経済 開発 区 に お いて 企業 と 個人 は 、 よる 土地 の 流失 を 防止 し な けれ ば な ら に 与え る 影響 に 対す る 予測 評価 資料 、 環 

開発 、 建 設 、 生 産 、 サ ービス 活動 に 先 な い 。 境 汚染 の 防止 対策 な ど を 明記 する 。 

立っ て 環境 保護 対策 を 立て 、 環 境 保護 建物 、 施 設 物 を 建設 し た り 、 地 下水 第 21 条 (環境 影響 評価 文書 の 提出 ) 

に 支障 を きた す 行 為 を し て は な ら な い 。 を 利用 する 過程 に 地盤 が 沈下 し な いよ 企業 は 、 作 成 し た 環境 影響 評価 文書 
第 5 条 (環境 保護 基準 の 遵守 ) うに し な けれ ば な ら な い 。 を 経済 開発 区 管理 機関 を 通じ て 環境 影 
経済 開発 区 に お いて 企業 と 個人 は 第 14 条 ( 園 林 、 緑 地 の 造 成 と 保護 ) 響 評価 機関 の 審議 に 提出 し な けれ ば な 

大 気 環境 基準 、 水 環境 基準 、 土 壌 環境 経済 開発 区 管理 機関 と 当該 企業 は ら な い 。 

区 準 、 汚 染物 質 の 排出 基準 と 悪臭 ・ 騒 管轄 区 域内 の 道路 、 鉄 道 、 河 川 、 建物 第 22 条 (環境 影響 評価 文書 の 審議 

音 ・ 振 動 基準 な どの 環境 保護 基準 を 厳 "の 周辺 と 空地 、 公 共 の 場所 に いろ いろ 期間) 

守 し な けれ ば な ら な い 。 な 環境 保護 機能 を 果たす 良 種 の 樹木 と 環境 影響 評価 機関 は 、 環 境 影響 評 f 
経済 開発 区 の 環境 保護 基準 の 設定 は きき 化 、 和 な ど を 計画 的 に 植え て 手入れ 文書 を 受理 し た 日 か ら 15 日 以内 に 審議 

内 開 が 行う 。 し な けれ ば な ら な い 。 MI jj 
第 6 条 (環境 保護 計画 の 作成 と 実行 ) 植樹 月 間 、 都 市 美化 月 間 に は 園 林 、 に 必要 な 資料 と 条件 を 保障 する こと を 
経済 開発 区 の 環境 保護 計画 は 経済 開 緑地 の 造成 を 集中 的 に 行わ な けれ ば な 当該 企業 に 要求 する こと が で きる 。 

発 区 管理 機関 が 作成 し 、 道 (直轄 市 ) 国土 ら な い 。 環境 影響 評価 文書 の 審議 期間 は 必要 

虹 境 保護 機関 の 承認 得 て 実 行 する 。 第 15 条 (自然 風致 の 保護 ) に 応じ て 延長 する こと が で きる 。 
企業 は 、 経 済 開発 区 の 環境 保護 計画 企業 と 個人 は 、 経 済 開発 区 内 の 風 第 23 条 (環境 影響 評価 文書 の 審議 

を 実行 する た め の 該当 年 度 の 環境 保護 計 致 林 を 伐 っ た り 、 名 勝 や 海岸 の 松原 、 結果 の 通知 ) 

画 を 作成 し て 実行 し な けれ ば な ら な い 。 海水 浴場 、 奇 岩 怪 石 、 優雅 で 奇妙 な 環境 影響 評価 機関 は 、 環 境 影響 評 f 
第 7 条 (環境 管理 レス テム の 樹立 、 容 、 風 致 秀 肌 な 島 な どの 自然 風致 を 損 書 を 審議 し 、 承 認 ま た は 耕 決 する 決定 

環境 認証 制度 の 実施 ) 傷 、 破 壊す る 行為 を し て は な ら な い 。 を する 。 環 境 影 響 評価 文書 を 承認 し た 場 
企業 は 、 環 境 保 護 の 要求 に 即 し て 生 第 16 条 (名 勝 、 天 然 記念 物 の 保護 ) 合 は 県境 影響 評価 朗 通 知 書 を 、 耕 決し 

産 と 経営 活動 に 対す る 環境 管理 レス テム 企業 と 個人 は 、 経 済 開発 区 内 の 名 た 場合 は 否決 理由 を 明記 し た 環境 影響 評 

を 確立 し 、 環 境 管 理 シ レス テム と 製品 に 対 勝 、 観 光 地 、 休 養 地 と その 周辺 で 資源 価 在 決 通知 書 を 当該 企業 に 送る 。 

する 環境 認証 を 受け る こと が で きる 。 を 開発 し た り 、 環 境 保護 に 支障 を きた 第 24 条 (否決 され た 環境 影響 評価 
第 8 条 (関連 法規 の 適用 ) す 行 為 を し て は な ら ず 、 天 然 記念 物 と 文書 の 再 提出 ) 
経済 開発 区 の 環境 保護 と 関連 し て 、 名 勝 古 跡 を 原状 の まま 保存 し な けれ ば 環境 影響 評価 否決 通知 書 を 受け た 企 

本 規定 と 細則 に 定め られ て いな い 事 項 " な ら な い 。 業 は 、 欠 点 を 是正 し た 後 、 環 境 影 響 評 

は 当該 法規 に 準じ し る 。 第 17 条 (動植物 の 保護 ) 価 機関 に 環境 影響 評価 文書 を 再 提出 し 

企業 と 個人 は 、 経 済 開発 区 で 承認 て 審議 を 受け る こと が で きる 。 
第 2 章 自然 環境 の 保全 と 造成 得 ず に 動植物 を 捕っ た り 採 取 し た り 、 第 25 条 (環境 影響 評価 承認 決定 の 
第 9 条 (自然 環境 の 保全 と 造成 に 棲息 環境 を 破壊 し て 生態 系 の 保護 、 生 実行 ) 
愉 起 され る 基本 的 要求 ) 物 多 様 性 の 保存 と 動植物 の 生長 に 支障 昌 境 影響 詳 価 承 認 通知 を 受 けた 企業 
企業 と 個人 は 、 経 済 開発 区 の 自然 地 を きた す 行 為 を し て は な ら な い 。 は 、 当 該 の 開発 、 建 手続 き 

境 を 保全 し 、 人 々 の 健康 と 文化 ・ 情緒 を 行い 、 環 境 影 響 評価 承 語 決定 を 正 し 

生活 に 有利 に 造成 し な けれ ば な ら な い 。 第 3 章 環境 影響 の 評価 実行 し な けれ ば な ら な い 。 

第 10 条 (特別 保護 区 、 自 然 環境 保 第 18 条 (環境 影響 評価 機関 と 審議 第 26 条 (環境 影響 評価 承認 決定 の 

護 区 の 設定 ) 原則 ) 取消 し 、 再 評価 ) 
経済 開発 区 で は 自然 環境 を 保護 する 経済 開発 区 に お いて 環境 影響 評価 活 開発 、 建 設 承 認 を 得 た 日 か ら 3 年 

た め に 特別 保護 区 と 自然 保護 区 を 定め 動 は 、 経 済 開発 区 管理 機関 を 通じ て 道 が 過ぎ て も その 実行 に 着手 し な い 場 合 
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は 、 環 境 影響 評価 承認 を 取り 消す 。 経済 開発 区 管理 機関 と 当該 企業 は の つど 除去 し な けれ ば な ら な い 、。 
当該 対象 の 規模 、 性 格 、 位 置 、 生 産 廃水 の 処理 の た め の 光 化 場 と 沈 濃 池 、 第 44 条 (排水 の 浄化 ) 
技術 工程 、 建 物 、 施 設 物 、 付 着物 な ど 廃棄 物 処理 場 な ど を 、 海 や 河川 、 湖 沼 企業 は 浄化 施設 を 整え 、 経 営 活動 の 
を 変更 する 場合 は 、 環 境 影響 評価 を 再 の よう な 水 資源 を 汚染 させ な い 所 に 近 過程 に 出る 汚水 、 廃 水 な どの 排水 を き 
び 受 け な け れ ば な ら な い 。 代 的 に 撃 え な けれ ば な ら な い 。 れい に 浄化 し 、 浄 化 さ きれ な か っ た 排水 
第 27 条 (否定 的 な 環境 影響 に 対す 第 35 条 (ご み の 処 理 ) が 海 や 河川 、 湖 、 貯 水池 な ど に 流れ 込 
る 対策 ) 企業 と 個人 は 、 ご み を 定め られ た 所 まな いよ うに し な けれ ば な ら な い 。 
環境 影響 評価 機関 と 経済 開発 区 管理 に 捨て 、 所 か まわ ず に 燃やし て は な ら 排水 を 水 で 希釈 する 方 法 で 汚染 度 を 
機関 は 、 開 発 、 填 設 の 過程 に 可 定 的 な な い 。 低め る 行為 を し て は な ら な い 。 
環境 影響 が 発生 し た 場 開発 、 建 設 当該 企業 は ご み を その つど 処理 し な 第 45 条 (上 水道 施設 の 補修 ・ 整 
を 中 止 さ せ て 否 5 定 的 影響 あな くす た め けれ ば な ら な い 。 備 、 飲 料 水 の 濾過 ・ 消 毒 ) 
の 措置 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 第 36 条 (汚染 物質 の 排出 承認 ) 経済 開発 区 管理 機関 と 当該 企業 は 、 
第 28 条 (環境 影響 評価 承認 決定 の 汚染 物質 を 排出 し よう と する 企業 上 水道 施設 を 定期 的 に 補修 、 整 備 し 、 
実行 に 対す る 確認 は 、 経 済 開発 区 管理 機関 に 申請 し て 汚染 飲料 水 の 濾過 、 消 毒 を 規定 どおり に 行 
環境 影響 評価 機関 と 経済 開発 区 管理 物質 の 排出 承認 を 得 な けれ ば な ら な い 。 っ て 、 水 質 基 準 が 正確 保障 され た 狗 
機関 は 、 開 発 、 建 設 対象 の 竣工 検査 に 汚染 物質 の 排出 承認 を 得 た 後 、 汚 染 _ 料 水 を 供給 し な けれ ば な ら な い 。 
参加 し て 環境 影響 評価 承認 決定 の 実行 物質 の 種類 、 数 量 、 濃 度 な ど が 変更 さ 取水 口 と 貯水 池 、 排 水口 の 周辺 に 
状況 を 確か め な けれ ば な ら な い 。 れ た 場合 は 、 再び 汚染 物質 き の 排出 承 朗 は 建物 、 施設 物 を 建設 する こと が で き 
環境 影響 評価 承認 決定 を 実行 し な か を 得 な けれ ば な ら な い 。 ず 、 殺 草 剤 、 殺 申 剤 な どの 有害 物質 を 
っ た 場合 は 、 竣 工 検査 で 合格 を 与え る 第 37 条 (汚染 防止 施設 の 設置 ) 使用 する こと が で き な い 。 
こと が で き な い 。 企業 は 、 汚 染物 質 の 排出 施設 を 運営 第 46 条 (地下 水 の 汚染 防止 ) 
し よう と する 場合 、 汚 染 防止 施設 を 設 企業 と 個人 は 、 地 下水 汚染 物質 
第 4 章 環境 汚染 の 防止 け て 経済 開発 区 管理 機関 の 承認 を 得 な 生 源 と 薔 水 構 3 の 本 に し で 
第 29 条 (環境 汚染 防止 の 基本 的 要求 ) けれ ば な ら な い 。 て 、 汚 染物 質 に よる 地下 水 の 汚 染 を 防 
環境 汚染 を 防止 する の は 、 経 済 開発 汚染 防止 施設 は 、 承 認 を 得 ず に 他 の が な けれ ば な ら な い 。 
区 の 環境 を 保護 する た め の 先 決 条件 で 所 に 移し た り 撤 収 す る こと は で き な い 。 第 47 条 (化学 物質 に よる 汚染 の 防止 ) 
ある 。 第 38 条 (汚染 物質 の 排出 施設 、 汚 経済 開発 区 で 化学 物質 を 生産 し た り 
経済 開発 区 管理 機関 と 企業 は 、 汚 染 染 防 止 施設 の 運営 、 整 備 、 補 修 ) 利用 し よう と する 場合 は 、 経 済 開発 区 
物質 の 排出 基 と 濃度 、 騒音 と 振動 の 強 企業 は 、 人 管理 機関 の 毒性 検査 と 環境 影響 評価 を 
さ を 定 期 的 に 測定 、 ON 系 防止 施設 を 定期 的 に 運営 、 整 備 、 補 修 受け な けれ ば な ら な い 。 
統 的 に 低め る よう に し 、 環 境 汚 染 防止 じ な けれ に からかい 企業 と 個人 は 、 農 薬 、 肥 料 の よう 
半生 を 生 了 1 失 0 け けれ ば な ら な い 。 経済 開発 区 管理 機関 は 、 企 業 が 汚染 "な 化学 物質 の 保管 、 利 用 秩序 を 厳守 し 
第 30 条 (ガス ・ 去 除去 及び 空気 濾 物質 排出 基準 を 超過 し て 汚染 物質 を 出 て 、 毒 性 物質 が 大 気 中 に 飛ば され た 
過 茜 置 の 設置 、 運 営 ) す 場 合 、 そ の 設備 の 運営 を 中 止 さ せる り 、 海 、 河 川 、 湖 、 和 こ 流 れ 
企業 は 、 和 建物 、 施 設 物 に ガス ・ 据 除 こと が で きる 。 込ま な いよ うに し 、 土 壌 に 蓄積 され な 
去 装 置 と 空気 濾過 装置 を 設置 、 運 営 し 第 39 条 (汚染 物質 処理 技術 の 導入 ) いよ うに し な けれ ば な ら な い 。 
て 、 ガ ス や 頑 、 悪 臭 な ど が 大 気 中 に 流 企業 は 、 汚 染物 質 の 排出 量 が 少な い 第 48 条 (放射 性 物質 に よる 汚染 の 
れ 出 な いよ うに し 、 タ ンク 、 配 管 な ど 設備 と 技術 を 利用 し 、 先進 的 な 汚染 物 防止 ) 
の 施設 を 計画 的 に 補修 、 整 備 し な けれ 質 処理 技術 を 積極 的 に 導入 し な けれ ば 経済 開発 区 で 放射 性 物質 を 生産 、 供 
ば な ら な い 。 な ら な い 。 給 、 運 搬 、 保 管 、 使 用 、 廃 棄 し よう と 
第 31 条 ( 双 音 、 振 動 の 防止 ) 第 40 条 (水域 で 禁止 すべ き 行為 ) する 企業 は 、 経 済 開発 区 管理 機関 を 通 
企業 と 個人 は 、 設備 運営 の 過程 に 企業 と 個人 は 、 海 と 河川 、 湖 沼 、 貯 _ じ て 核 安全 ・ 監 督 機関 の 放射 性 物質 取 
境 保 護 に 支障 と を きたす 騒音 本 生還 水池 に ご み 、 廃 棄 物 、 油 な ど を 捨て て 扱 承認 を 得 お な けれ ば な ら な い 。 
生 し な いよ うに すべ き で ある 。 は な ら な い 。 放射 性 物質 の 取扱 承認 を 得 た 企業 
騒音 、 振 動 の 基準 を 超過 する 設備 は 第 41 条 (水質 保護 区 域 ) は 、 規定 どおり に 浄化 、 濾 過 施 設 を 十 
使用 する こと が で き な い 。 経済 開発 区 で は 、 海 の 一 定 し た 水域 に 整え 、 放 射 性 物質 を 浄化 、 濾 過 し 
第 32 条 (運輸 機材 の 運行 を 禁止 す を 特別 に 保護 する た め に 、 海 水浴 場 水 財 準 よ り 低め な け 
る 場合 域 、 養 殖 場 及び 製塩 所 水城 、 港 水城 な ど れ ば な ら な い 。 
運輸 機材 の 運行 を 禁止 する 場合 は 次 に 水質 保護 区 域 を 定め る こと が で きる 。 第 49 条 (汚染 され た 物品 の 輸入 禁止 ) 
の 通り で ある 。 水質 保護 区 域 を 定め る 事業 は 内 閣 が 企業 と 個人 は 、 環 境 保護 と 人 体 に 悪 
1. 所 定 の ガス 排出 基準 を 超過 する 行う 。 影響 を 及ぼ し か ね な い 汚 染 さ れ た 食品 、 
場合 企業 と 個人 は 、 水 質 保 護 区 域 で 所 定 医薬品 、 生 活用 品 、 動 物 の 飼料 な ど を 経 
2. 包装 し な か っ た 荷物 を 積載 し て の 秩序 を 厳守 し な けれ ば な ら な い 。 済 開発 区 に 搬入 し て は な ら な い 。 
環境 を 汚染 させ る 恐れ の ある 場合 第 42 条 ( 向 、 設備 に よる 汚染 の 防止 ) 第 50 条 (汚染 事故 の 処理 対策 ) 
3. 整備 を 怠っ て 道路 と 地面 に 油 を 経済 開発 区 の 水域 と その 周辺 で 船 と 企業 と 個人 は 、 汚 染 事故 が 発生 し た 
落と す 場 合 設備 を 運営 する 企業 と 個人 は 、 汚 染 防 り 発 生 す る 恐れ の ある 場合 、 即 時 に 汚 
4. 掃除 を し な く て 運輸 機材 が 汚れ 止 設備 を 正しく 整え て 運営 し 、 当 該 機 染 被害 を 防止 で きる よう 対策 を 立て 、 
て いる 場合 関 の 検査 を 定期 的 に 受け な けれ ば な ら 経済 開発 区 管理 機関 に 通知 し な けれ ば 
第 33 条 (特殊 な 気象 条件 に よる 大 な い 。 な ら な い 。 
気 汚染 の 防止) 排水 と ご み 、 油 な ど を 排出 し て 水城 経済 開発 区 管理 機関 は 、 事 履 状 況 を 
企業 と 個人 は 、 温 度 逆転 現象 の よう を 汚染 させ る 船 と 設備 は 運営 する こと 確か め 、 必 要 な 措置 を 講じ し な けれ ば な 
な 特殊 気象 < 件 の 影響 に よっ て 排出 "が で き な い 。 ら な い 。 
され る ガス 、 換 な ど が 大 気 を 汚染 させ 第 43 条 (水域 の 管理 ) 第 51 条 (環境 汚染 防止 施設 の 運営 
か ね な い 場 合 、 当 該 設備 の 稼動 、 運 輸 経済 開発 区 で 海 や 河川 、 湖 、 貯 水池 状況 記録 ) 
機材 の 運行 を 調節 し た り 中 止 し な けれ を 管理 する 企業 は 、 水 域 が 汚染 され て 企業 は 、 環 境 汚 染 防止 施設 の 運営 状 
ば な ら な い 。 CN 当該 水域 0 処理 状況 を 定期 的 
第 34 条 (浄化 場 、 沈 滅 池 な どの 建設 ) に 落ち た 油 と ご みな どの 汚染 物質 を そ に 帳 短 に 記録 し 、 経 済 開発 区 管理 機関 
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が 決め た 期間 まで 保管 し な けれ ば な ら 廃棄 物 を 経済 開発 区 外 で 処理 し よう その 周辺 で 資源 を 開発 し た り 、 環 境 保 
な い 。 と する 企業 は 、 経 済 開発 区 管理 機関 を 護 に 支障 を きた す 和 建物 、 施 設 物 を 建設 
通じ て 当該 国土 環境 保護 管理 機関 の 承 し た 場合 

第 5 章 廃棄 物 の 取扱 いと 処理 認 を 得 な けれ ば な ら な い 。 9. 企業 が 定め られ た 環境 影響 評価 
第 52 条 (廃棄 物 取 扱い の 基本 的 要求 ) 廃棄 物 の 処理 は 、 処 理 施設 が ある 所 を 受け ず に 建設 、 経 営 を 行っ た 場合 
経済 開発 区 で は 、 開 発 と 建設 、 生 定 の 場所 で 行い 、 経 済 開発 区 管理 機関 が 10. 企業 が 悪臭 、 騒 音 、 振 動 の 基準 

産 と サー ビス 活動 の 過程 に 放射 性 廃棄 決め た 期間 内 に 行わ な けれ ば な ら な い 。 を 超過 する 設備 を 使用 し た 場合 

物 、 有 毒性 廃棄 物 、 一 般 廃 棄 物 な どの 第 59 条 (輸入 、 利 用 が 禁止 され た 11. 企業 が 有毒 性 物質 、 化 学 物質 

廃棄 物 の 排出 と 保管 、 輸 送 、 処 理 秩序 廃棄 物 と その 処理 施設 及び 技術 ) 放射 性 物質 の 生産 、 取 扱い 、 利 用 、 輸 

を 確立 し て 環境 の 汚染 を 防止 し な けれ 経済 開発 区 で は 、 放 射 性 物質 を 排出 出入 秩序 に 違反 し た 場合 

ば な ら な い 、。 し た り 環 境 を 甚 し く 汚 染 さ きせ て 人 々 の 12. 企業 が 廃棄 物 の 排出 と 保管 、 輸 
企業 は 、 廃 棄 物 の 排出 量 を 最大 限 に 生命 と 健康 に 被害 を 与え る 廃棄 物 と そ 送 、 処 理 秩序 に 人 違反 し た 場合 

減ら し 、 再 利用 し な けれ ば な ら な い 。 の 処理 設備 、 技 術 な ど を 外国 か ら 輸 入 13. 企業 また は 個人 が 承認 を 得 ず に 
第 53 条 (廃棄 物 の 排出 申請 し た り 利 用 で き な い 。 樹木 を 伐 っ た り 土 と 石 、 砂 な ど を 採取 
経済 開発 区 で 廃棄 物 を 排出 し よう と 第 60 条 (リサ イク ル 技 術 の 導入 ) し た 場合 

する 企業 は 、 廃 棄 物 排出 承認 申請 文書 企業 は 、 生 産 過程 に 出る 副産物 と 廃 14. 企業 また は 個人 が 承認 を 得 ず に 

を 作成 し て 経済 開発 区 管理 機関 に 提出 棄 物 を リサ イク ル す る 技術 を 積極 的 に 動植物 を 捕っ た り 採 取 し た 場合 

し な けれ ば な ら な い 。 取り 入れ て 、 環 境 汚染 を 防止 し 、 資 源 15. 企業 また は 個人 が ご み を 所 定 の 
廃棄 物 排出 承認 申請 文書 に は 廃棄 物 の 利用 率 を 高め あな けれ ば な ら な い 。 場所 で な い 所 に 捨て た 場合 

種類 と 排出 量 、 分 析 資 料 な ど を 明記 する 。 16. 企業 また は 個人 が 監督 ・ 統 制 機 
第 54 条 (廃棄 物 排出 承認 申請 文書 第 6 章 監督 ・ 統 制 関 の 監督 、 統 制 活動 に 支障 を きた し た 

の 検討 ) 第 61 条 (監督 ・ 統 制 機関 ) 場合 
廃棄 物 排出 承認 申請 文書 を 受け 付け 経済 開発 区 で の 環境 保護 事業 に 対す 第 66 条 (中 止 ) 

た 経済 開発 区 管理 機関 は 、15 日 内 に 検 "る 監督 ・ 統 制 は 、 経 済 開発 区 管理 機関 と 1. 汚染 防止 施設 を 設置 せ ず 、 施 設 

討 し て 承認 、 ま た は 耕 決 し な けれ ば な 道 ( 直 轄 市 ) 国 雷 境 保護 機関 が 行う 。 を 運営 し た 場合 

ら な い 。 第 62 条 (環境 監視 レス テム の 樹立 ) 2. 経済 開発 区 管理 機関 の 承認 を 得 
基準 を 超過 する 廃棄 物 の 排出 承認 は 経済 開発 区 管理 機関 は 、 環 境 監視 シ ^ に 汚染 防止 施設 を 撤収 し た 場合 

で き な い 。 ステ ム を 確立 し 、 環 境 状 態 を 定期 的 に 3. 汚染 物質 の 排出 量 が 排出 基準 を 
第 55 条 (廃棄 物 排出 基準 の 遵守 ) 調査 、 掌 握 す る と と も に 、 企 業 と 個人 超過 し た 場合 
企業 は 、 廃 棄 物 の 排出 基準 を 厳守 し に 必要 な 環境 情報 を その つど 通知 し な 4. 環境 保護 に 支隊 を きた す 設 備 、 

な けれ ば な ら な い 。 けれ ば な ら な い 。 物資 を 生産 、 販 売 、 輸 出入 し た 場合 
排出 し よう と する 廃棄 物 の 種類 と 排 第 63 条 (環境 保護 事業 状況 の 報告 ) 5. 経済 開発 区 管理 機関 の 現場 検査 

出 量 が 変わ っ た 場合 は 、 開 発 ま た は 建 経済 開発 区 管理 機関 は 、 経 済 開発 区 に 応じ な か っ た り 、 定 め ら れ た 期間 内 

設 、 生 産 、 サー ビス 活動 を 中 止 し 、 再び の 環境 保護 事業 状況 を 四半 期 ご と に 道 に 欠点 を 是正 し な か っ た 場合 

廃棄 物 排 出 承認 0 (直轄 市 ) 国土 環境 保護 機関 に 文書 で 報 6. この 他 に も この 規定 に 人 違反 し た 
第 56 条 (廃棄 物 の 排出 状況 に 関す _ 告 し な けれ ば な ら な い 。 行為 が 重大 な 場合 

る 記録 と 通知 ) 第 64 条 (原状 復旧 、 損 害 補償 ) 第 67 条 (没収 ) 
企業 は 、 設 備 と 生産 工程 に 対す る 技 経済 開発 区 の 環境 を 汚染 、 破壊 させ 次 の 場合 、 当 該 の 財産 を 没収 する 。 

術 検査 と 整備 ・ 補 修 を 定期 的 に 行い 、 た り 、 環 境 保護 施設 を 破損 させ た 場合 1. 汚染 物質 排出 基準 を 基 し く 超 過 

排出 する ガス 、 去 、 排 水 な どの 汚染 物 原状 復旧 させ た り 相 応 の 損害 を 補 する 場合 

質 の 濃度 を 定期 的 に 測定 、 分 析 し 、 記 償 さ せる 。 2. 環境 保護 と 関連 し て 禁止 させ た 

録 し な けれ ば な ら な い 。 第 65 条 ( 六 金 ) 設備 、 物 資 を 販売 し た り 輸出 し て 所 得 
廃棄 物 の 排出 状況 は 月 に 1 回 、 経 済 次 の 場合 、 拓 金 を 課す る 。 を 得 た 場合 

開発 区 管理 機関 に 通知 する 。 NINE し な 3. 有毒 性 物質 、 化 学 物質 、 放 射 性 
第 57 条 (廃棄 物 の 保管 と 輸送 ) か っ た り 、 必 要 な 検査 を 受け ず に 操 物質 の 生産 、 取 扱い 、 利 用 、 輸 出入 秩 
企業 は 、 廃 棄 物 の 物理 ・ 化 学 的 、 業 、 経 営 し た 場合 序 に 違反 し た 場合 

生物 学 的 特性 を 考慮 し て 保管 施設 を 束 2. 企業 が 排水 の 浄化 場 と 沈 滅 池 、 4. 営業 を 中 止 さ せ た 対 象 を 承認 を 

え 、 廃 乗物 を 種類 別に 区 分 し て 安全 に ご み 、 廃 棄 物 処理 場 の よう な 汚染 物質 _ 得 ず に 運営 し た 場合 

保管 し な けれ ば な ら な い 。 処理 施設 を 十分 に 整え な か っ た り 日 常 5. 環境 汚染 行為 に よっ て 人 の 生命 


この 場合 、 廃 棄 物 の 容器 の 表面 に は 


的 に 運営 し て いな い 場 合 


と 健康 に 重 
6. この 規定 に 


な 被害 を 与え た 場合 
違反 1 人 NE よっ 


て 不法 な 所 得 を 得 た 場合 


第 68 条 
経済 


(苦情 し 立て と その 処 中 
開発 区 の 環 境 保 護 事業 と 関連 


ミン 


て 意 
関 と 道 
える こと が で きる 。 


も が ある 場合 、 経 済 開発 区 管理 
直轄 市 ) 国土 虹 境 保護 機関 こ 


遇 蘭 に 1 


内 


生 


その 品名 と 数 量 を 明記 する 。 3. 企業 が 排出 する 汚染 物質 カ 所 定 
廃棄 物 を 輸送 し よう と する 企業 は の 基準 を 超過 する 場 

廃棄 物 の 種類 と 数 量 、 分 析 資 料 、 輸送 4. 企業 が 特別 保護 区 と H 然 環境 保 

方 法 、 経 路 な ど を 明記 し た 輸送 文書 を 護 区 、 水 質 保護 区 域 に 承認 を 得 て い な 

経済 開発 区 管理 機関 に 提出 し て 承認 を い 汚 染物 質 排出 施設 を 設け て 運営 する 

得 な けれ ば な ら ず 、 輸 送 途 中 と 積み 下 場合 

し の 時 に 環境 を 汚染 きせ ない よう 、 必 5. 企業 また は 個人 が 、 環 境 保護 と 

要 な 対策 を 講じ な けれ ば な ら な い 。 関連 し て 禁止 させ た 設備 、 物 資 を 生 
第 58 条 (廃棄 物 の 処理 承認 と 処理 産 、 販 売 、 輸 入 し た 場合 

期間 ) 6. 企業 が 汚染 防止 施設 を 規定 ど お 
廃棄 物 を 処理 し よう と する 企業 は り に 運営 し て いな い 場 合 

廃棄 物 の 種類 、 分 析 資 料 、 数 量 、 環 境 影 7. 企業 が 承認 を 得 ず に 地下 資源 を 

響 評価 資料 、 環 境 保護 保証 資料 な ど を 明 探査 、 開 発し た り 、 河 川 、 湖 の 構造 を 

記 し た 廃棄 物 処理 申請 書 を 経済 開発 区 管 変更 させ た 場合 

昌 機関 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 8. 企業 が 名 勝 、 観 光 地 、 体 養 地 と 
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定め られ た と ころ に より 調停 や 促 


に 調査 、 処 理 し 
第 69 条 
経済 


1H し 立て を 受け た 機関 は 30 日 以 
な けれ ば な ら な い 。 
(紛争 の 解決 ) 

開発 区 の 環境 保護 と 関連 し て 発 
し た 紛争 は 協議 の 方 法 で 解決 する 。 

陣 議 の 方 法 で 解決 で き な い 場合 は 、 


苦情 


裁 』 


前 の 方 法 で 解決 する こと が で きる 。 


た 良質 で 格好 の よい 靴 で す 。 


30 朝鮮 の 貿易 


lt ジ 


朝鮮 の 首都 平壌 の 大 同 江 で 新た に 建造 され た 総合 
因 二 ビ ス 始 。L AO wi 
美しい 姿 を 誇る 「 ム ジ ゲ 」 号 の 延 床 面積 は 1 万 1390 
余 T で 、 排 水量 3500t、 長 さ 120m、 幅 25m で 1230 人 を 収 
So の 全 AG さ ② 
4 階 建 て の サー ビス 船 に は 民族 料理 食堂 、 ベ ルト ビ 
テン ンー 請 婁 会 場 、 会 食 室 5 


フ ン BE 


回 転 展望 食堂 な 


客 の 好み に 合わ せ て 朝鮮 
wb に 科 人 清 


が 営業 を 開始 し た 。 


商店 、 清 涼 飲 料 室 、 サ ン 
ど が ある 。 
料理 と 世界 の 有名 な 料 
涼 飲料 な ど を 出す 。 


3 階 の サン デッキ 食堂 と 4 階 の 回 転 展望 食堂 で は 、 
有名 な 大 同 江 ビ ー ル を 飲ん だ り 、 食 事 を し な が ら 大 同 
江 と 平壌 市 の 風景 を 楽し むこ と が で きる 。 
清涼 飲料 室 に は 客 が 歌 を うた える 舞台 と 音響 装置 が 
設け られ て お り 、 い つも 公演 が 行わ れ て いる 。 
静か で 温か い 感 じ を 与え る 家庭 的 な 雰囲気 と 七色 の 
美しい 虹 の よう な 環境 も 素 晴 し く 、 数 百 種 の 料理 と 行 
き 届 いた サー ビス は 客 を 満足 させ 
多く の 人 が 、 昼 夜 を 分 か た ず 楽 し そう な 笑い 声 が 響 
Wa スス 般 リム ンク: れ aeS 


前 
ーー ュ し に We ー | 
『m +ー 
1| 
どり 
」 


uTl 
! 


年 保健 総会 


ミ レ 

素 科 学 技術 交 銃 社 
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132) 朝鮮 の 質 易 


朝鮮 で は 国内 に 大 量 に 埋蔵 され 
て いる 高 品位 の 黒鉛 を 材料 と し て 


優れ た 天然 黒 負 プ ブラ シ を 作り まし 
た 。 数 年 前 、IEC (国際 電気 標準 会 
議 ) は この 天然 黒鉛 ブラ シ を 科学 的 
粘 分 析 し 、 そ れ ま で 時 0 ブラン 
場 で 大 き な シ ェ ア を 占め て いた 米 
国 の 黒鉛 ブラ シ よ り 質 量 が 7% も 軽 
いう え に 、 伝 導 性 は 28% 高 く 、 強 度 


は 1.5 倍 で ある と 請 証 還 畑 た 。 
世界 で 生産 さ 御 大 回 転 電 気 機械 
用 は 1000 余 種 に 上 り ま す が 、 朝 鮮 


シベ お 1 の クン レン 


の 天然 黒 鈴 プ ブラシ は 、 大 容量 火力 
発電 機 用 の スリ ッ プ リン グ ブ ラ シ 
と = ビ で は や ちろ ん 、 出力 の 大 きい 


で 開発 され て 広く 使わ れ て いる 天 
然 黒鉛 ブラ シ の 筑 要 が 高まっ て い 
E 

熱 伝導 性 と 電気 伝導 性 、 耐 熱性 
と 耐酸 性 、 潤 消 性 が 非常 に 高い こ 


率 引 電動 機 の 整流 子 ブ ラ シ 、 そ れ 
に 回 転 速 度 が 3600rpm の 高速 発電 
や 9000rpm の ガス ター ビン 発電 機 用 
ブラシ と し て も 使え ます 。 

各国 の 企業 家 や 技術 者 は 、「 朝 
解 民主 主義 人 民 共 和 国 の 天然 黒鉛 質 
易 会 社 で 生産 され る 天然 黒鉛 ブラ 
シ は 耐 摩耗 性 が 高く 、 火 花 放 電 の 
な い 高 品質 の 材料 で 作ら れ て いる の 
で 、 反 復 始動 の 多い 作業 
で も 長 時 間 使う こと が で 
mm さき 、!035 時 間 の 運営 過程 
四 ぐ 絶 緑 強度 を その まま 保 
店 摩耗 する 時 に 塵 と 
liie く < 、 小片 と し 
久 ら る の で 技術 点検 が 
I で ある 。 これ を 取り 
る の は 、 設 備 の 作業 
の 信頼 性 を 高め 、 非 
交 放 出 を 減ら すう え 
実 な 間 題 で あり 、 生 態 環 
と 4 た に る /N 有 1 引 ョ 2 る 
上 ます 。 

月 来 か ら 9 月 末 ま で 、 
の 科学 者 、 技 術 者 の 関 
吊 で 行わ れ た 朝鮮 の 天 
アラシ の 国際 規格 草案 審議 
最も 優れ た 製品 だ 
価 *、 国 際 規 格 (IEC/TR63021) 
時 / 
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